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平成 29 年 3 月浜田市議会定例会の開会に当たり、平成 29 年度

の当初予算をはじめとする諸議案の説明に先立ちまして、今後の

市政運営に関する所信を申し述べ、議員並びに市民の皆さんのご

理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 

私が市長に就任してから、早 3 年 4 か月が過ぎました。私は、

市長就任以来、浜田の直面する課題を「人口減少問題とそれに伴

う産業・経済の縮小」と捉え、「浜田を元気にする」ために、「産

業振興、企業誘致などによる雇用の場の確保」、「子育て支援、教

育の充実」、「高齢者が安心して暮らせるまちづくり」の 3 つの重

点政策に取り組んでまいりました。 

平成 26 年度は元気な浜田づくりの「実行元年」として各種事業

を開始し、平成 27 年度は「本格実行の年」として、これら事業の

本格実行に取り組み、次の 10 年を見据え、「第 2 次浜田市総合振

興計画」を策定いたしました。平成 28 年度は、総合振興計画に掲

げる将来像、「住みたい 住んでよかった 魅力いっぱい 元気な

浜田」の実現に向け、7 つの「まちづくりの大綱」に沿った施策を

スタートいたしました。 

平成 29 年度は、本任期の最終年度として、取りかかった各種事

業の仕上げを行うとともに、施策の財政的な裏付けを維持するた
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め、更なる行財政改革を実行してまいります。 

それでは、平成 29 年度の施策について、7 つの大綱ごとに説明

いたします。 

 

（Ⅰ 活力のある産業を育て雇用をつくるまち） 

大綱の 1 つ目「活力のある産業を育て雇用をつくるまち」につ

きましては、6 点について申し上げます。 

 1 点目は、水産業の振興についてであります。 

 水産業につきましては、平成 25 年の市長就任時に、10 年後の水

揚高、100 億円の目標を掲げました。当面、市場整備などが整う 4

年から 5 年後を目途に、水揚高 70 億円から 80 億円を目指し、併

せて、現在、検討しております養殖や畜養事業に取り組み、総合

的に水揚高 100 億円を目指します。 

 このうち、平成 29年度は、特に次の点に力を入れてまいります。 

まず、地元漁船の存続対策であります。沖合底曳網漁業のリシ

ップ事業が概ね完了しましたので、平成 29 年度は、まき網漁業の

存続対策について生産者と協議し、方向性を決めたいと思います。 

施設整備につきましては、高度衛生管理型荷さばき所の整備に

取り組んでまいります。平成 28 年 5 月に、水産庁により「浜田地

区高度衛生管理基本計画」が策定され、現在、基本設計が行われ
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ております。今後、詳細設計を行い、平成 29 年度中の工事着手を

目指してまいります。 

販路拡大につきましては、平成 28 年度に「沖獲れ一番」ブラン

ドが立ち上がりました。「浜田港四季のお魚」、「どんちっち」とと

もに、平成 29 年度も引き続き、関東、関西、山陽方面などへの販

路拡大に取り組んでまいります。 

瀬戸ケ島埋立地につきましては、平成 28 年度の調査で、畜養を

中心とした原魚調達による水産加工事業の可能性があるとの報告

を受けました。平成 29 年度は、実際に事業を行っていただける事

業体の形成を目指してまいります。 

また、この埋立地では、日本財団の支援を受けて NPO 法人「浜

田ライフセービングクラブ」が「渚の交番」の設置を計画されて

おり、市としても、この計画を支援してまいります。 

これらの実施に当たりましては、地元漁業者や仲買の皆さんな

どのご意見を伺い、ＪＦしまね、島根県など関係機関とも十分に

協議を行いながら、進めてまいります。 

2 点目に、農林業の振興についてであります。 

農業振興では、引き続き、儲かる農業の確立を目指してまいり

ます。これまで、浜田の顔となる 3 つの振興作物、大粒ぶどう、

赤梨、西条柿について、施設整備などの支援を行ってまいりまし
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た。平成 29 年度は、大粒ぶどうの栽培面積の拡大を目的としたリ

ースハウス事業の導入や赤梨園地の継承、西条柿の加工施設稼動

による、あんぽ柿の生産などに対し支援を行ってまいります。 

組合せ作物につきましては、平成 28 年度に、大豆、キャベツ、

あすっこ、アスパラガスの振興計画を策定し、平成 29 年度は、実

証圃の設置などに対し支援を行ってまいります。 

集落ぐるみの地域農業の推進と集落機能の維持につきましては、

平成 29 年度は、農業振興基金により、畦畔除草省力化や水田活用

による大豆栽培などに対する支援を継続してまいります。 

また、弥栄自治区の集落営農組織連携をモデルに、他の自治区

においても、組織間の連携が広がるよう支援してまいります。 

大規模農業の推進につきましては、平成 28 年度に実施した元谷

団地の農地造成が平成 29 年 3 月頃から順次、完了見込みでありま

す。現在、第 1 期の入植者の募集を行っており、平成 29 年 10 月

頃からの営農開始を目指してまいります。 

林業振興につきましては、平成 28 年度に、森林経営計画を策定

し、山林の集約化を図ってまいりました。平成 29 年度は、この計

画に基づき、木材の生産コストの削減、木材の安定供給に向けた

取組を支援してまいります。 

また、平成 28 年 7 月に、島根県西部山村振興財団、オークヴィ
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レッジ株式会社と、「HamadaWoods 広葉樹活用プロジェクト連携協

定」を締結し、浜田産広葉樹の高付加価値化と新商品開発の取組

を開始いたしました。平成 29 年度も引き続き、この協定に基づい

て支援してまいります。 

3 点目に、商工業の振興についてであります。 

平成 28 年 10 月から「BUY 浜田運動」を開始いたしました。平成

29 年度は、この運動を盛り上げ、対象品取扱店の拡大や広報活動

などに取り組んでまいります。 

商店街の活性化につきましては、各商店街におけるイベントの

開催などを支援するとともに、BUY 浜田運動に合わせて、島根県立

大学生が組織する「ローカルブランド推進委員会」の活動を支援

するなど、商店街や学生の皆さんと一緒になって取り組んでまい

ります。 

ふるさと寄附につきましては、平成 28 年度も、全国から多額の

ご寄附をいただきました。この制度は、地元産業の振興にもつな

がっており、平成 29 年度も引き続き、市内事業者の皆さんと一緒

に特産品のＰＲに努めるなど、積極的に推進してまいります。 

このほか、浜田市をＰＲする公式ウェブサイト「HAMADA ダイア

リー」の充実、商品開発、販路拡大支援、起業支援などにつきま

しても、引き続き、取り組んでまいります。 
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4 点目に、浜田港の利活用についてであります。 

浜田港の整備につきましては、平成 28 年 8 月に福井 4 号岸壁の

増深工事が完了し、大型コンテナ船の入港が可能となりました。 

平成 29 年度は、山陰道と浜田港を直結する「臨港道路福井 4 号

線」が完成予定であり、ガントリークレーンの整備も着手されま

す。浜田港の利便性は一段と向上しますので、浜田港振興会と連

携を図りながら、更なる港の利用促進に取り組んでまいります。 

港の賑わい創出につきましては、平成 28 年 2 月に、浜田港一帯

が「みなとオアシス浜田」に認定されました。平成 29 年度は、こ

の認定を活かし、クルーズ客船の寄港や、「Sea 級グルメフェステ

ィバル」の開催などを働きかけてまいります。 

5 点目に、観光・交流の推進についてであります。 

平成 28 年度は、浜田のお宝観光資源を活用した観光おすすめコ

ースに加え、ウォーキングコースを作成いたしました。 

平成 29 年度は、これらのコースの見直しや新たなコースの作成

に取り組み、引き続き、浜田の魅力を発信してまいります。 

石見神楽につきましては、平成 29 年度は、神楽社中のご協力に

より、三宮神社で年間を通じて夜神楽週末公演を行うことになり

ました。 

また、平成 29 年 11 月には、国内外の伝統芸能が共演する「地
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域伝統芸能全国大会」が島根県で開催され、浜田市はサテライト

会場となります。せっかくの機会でありますので、石見神楽を全

国に発信してまいります。 

次に、交流人口の拡大についてであります。 

平成 28 年 2 月に開催しました「山陰浜田港マリン大橋リレーマ

ラソン」には、1,100 人を超える多くの参加がありました。平成

29 年 3 月 18 日には、第 2 回大会を開催いたします。 

また、平成 29 年 9 月に「地域活性学会」を浜田市で開催するこ

とが決定しております。全国から多くの研究者等が集う学会であ

り、島根県立大学とともに、開催の準備を進めてまいります。 

このほか、広浜鉄道今福線やヨシタケコーヒーを活かした交流

人口の増加、合宿やコンベンションの誘致などに、引き続き取り

組んでまいります。 

課題のインバウンド対策につきましては、広島方面からの個人

外国人旅行者の受入体制を構築するとともに、海外のクルーズ客

船による団体客を受け入れるための魅力ある観光コースなどを船

会社に提案してまいります。 

浜田開府 400 年が、いよいよ 2 年後に迫りました。平成 29 年度

は、イベント事業の企画に本格的に取り組むため、関係団体と協

議し、準備を開始いたします。 
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次に、萩・石見空港の利用促進についてであります。 

東京路線の 2 便化につきましては、昨年から 2 年間の継続運航

となりましたが、平成 29 年度は、次の 2 便化継続の判断をする時

期に当たります。引き続き、独自の補助を行うとともに、サポー

ター企業などに積極的に利用促進を働きかけてまいります。 

6 点目に、企業立地と雇用の確保についてであります。 

企業立地につきましては、三隅町井野への大規模酪農者の進出

が計画されており、その立地支援に取り組んでまいります。 

中国電力三隅発電所 2 号機につきましては、平成 30 年 11 月の

着工に向けて準備が進められております。引き続き、中国電力と

連携を密にし、地域の活性化に向け取り組んでまいります。 

また、広島市場開拓室の活動から、浜田市に進出の可能性のあ

る企業はあるものの、適当な工場用地がないという課題も浮かび

上がってきました。今後、工場用地の確保に努めてまいります。 

雇用の確保につきましては、これまで、「浜田・江津地区雇用推

進協議会」の活動を中心に、地元卒業生に対して地元就職を働き

かけてまいりました。平成 29 年度は、新たに、産業政策課内に雇

用対策係を設置し、体制を強化するとともに、浜田市情報サイト

で市内企業の求人情報を発信するなど、Ｕ・Ｉターン者の雇用の

確保にも努めてまいります。 
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（Ⅱ 健康でいきいきと暮らせるまち） 

大綱の 2 つ目「健康でいきいきと暮らせるまち」につきまして

は、5 点について申し上げます。 

1 点目は、子どもを安心して産み育てる環境づくりについてであ

ります。 

子どもの健やかな育ちに向けた支援として、平成 28 年度は、子

育て世代包括支援センターを開設するとともに、不妊・不育治療

への助成制度を拡充いたしました。引き続き、産後ケアの充実な

ど、妊娠・出産に関わる悩みや不安の解消に努めてまいります。 

ゆとりある子育てへの支援につきましては、平成 26 年度から第

3 子以降の保育所保育料の軽減に取り組み、更に平成 28 年度から

は、対象を拡大し、3 歳未満児の第 1 子、第 2 子についても軽減を

実施いたしました。平成 29年度も、これらを継続してまいります。 

保育所の待機児童ゼロに向けた取組につきましては、平成 26 年

度から保育士確保のための保育士修学資金貸付事業を開始し、平

成 28 年度には、新たに保育所 2 か所が整備されました。これによ

り平成 29 年度以降は、待機児童は解消できる見込みであります。 

放課後児童クラブにつきましては、平成 26 年度から受入児童の

対象を小学生全学年に拡大し、平成 28 年度には 4 クラブの施設整

備を行いました。平成 29 年度は、周布小学校の放課後児童クラブ
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「ひまわり学級」の現地改築を行います。 

また、放課後児童クラブの保護者負担金につきましては、平成

29 年度から新たに、ひとり親家庭の負担金を半額に軽減し、ひと

り親家庭の子育てを支援してまいります。 

児童医療費につきましては、平成 27 年 4 月から助成対象者を中

学生までに拡大しており、平成 29 年度も引き続き、助成してまい

ります。 

地域子育て支援拠点事業につきましては、現在の子育て支援セ

ンター「すくすく」と認定こども園「日脚保育園」に加え、新た

に三隅保育園での実施を計画しており、平成 29 年度は、この開設

準備に取り組んでまいります。 

なお、「すくすく」につきましては、老朽化が進んでおり、移転

新築を計画しております。有力な候補地として、野原町の総合福

祉センター隣接地を考えており、平成 29 年度には基本設計に着手

し、平成 32 年度の開設を目指してまいります。 

2 点目に、高齢者福祉の充実についてであります。 

平成 28 年度は、地域包括支援センターの機能強化を図るため、

各支所にサブセンターを設置いたしました。 

また、介護保険制度の改正を受けて、平成 29 年 4 月から「介護

予防・日常生活支援総合事業」を開始し、今後は、生活支援体制
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の充実に取り組んでまいります。これまで高齢者の皆さんに親し

まれてきました「ミニデイサービス」につきましては、「新ミニデ

イサービス」に移行し、併せて、集いの場として「公民館サロン」

を開設しますので、多くの皆さんにご利用いただきたいと思いま

す。 

医療・介護を必要とする高齢者に対しましては、更なる支援体

制の強化を目指し、「在宅医療・介護連携支援センター」の平成 30

年度開設に向けて準備を進めてまいります。 

次に、介護施設の整備についてであります。 

現在、第 6 期の介護保険事業計画に基づき、特別養護老人ホー

ム 30 床、認知症対応型共同生活介護、いわゆる「グループホーム」

9 床、更に小規模多機能型居宅介護 1 事業所について、平成 29 年

度中の供用開始に向けて整備を進めております。 

今後の整備につきましては、平成 30 年度からの第 7 期介護保険

事業計画を策定する中で、入所待機者などの状況把握を行った上

で、介護保険料負担とのバランスを考慮しながら検討してまいり

ます。 

3 点目、医療体制の充実につきましては、引き続き、医療従事者

の確保に努めるとともに、医師会、医療センターなど市内の医療

機関同士の連携を密にし、市民の皆さんが安心して医療を受けら
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れる体制づくりに取り組んでまいります。 

休日における応急診療体制につきましては、平成 29 年度から、

那賀郡在宅当番医制を休日応急診療所での診療に一本化すること

で、維持・継続を図ってまいります。 

また、健康づくりの推進につきましては、浜田市の平均寿命を

引き下げている主な要因が「がん」であり、引き続き、がん検診

の受診率の向上に努めてまいります。 

4 点目に、障がい者福祉と地域福祉の充実についてであります。 

「障害者差別解消法」の施行を受け、平成 29 年度中の「(仮称)

浜田市障がい者差別解消条例」の制定を目指しております。障が

いのある人の基本的人権が尊重され、障がいのある人も、ない人

も、お互いに理解し合い、共に生きる社会の実現に向けて取り組

んでまいります。 

地域福祉につきましては、仕事や生活に困っておられる方の相

談全般に応じ、民生児童委員など関係機関と連携して、自立した

生活に向けた支援を行ってまいります。 

5 点目、国民健康保険につきましては、保険給付費が年々増加す

る中、これまで各種健診事業の推進やジェネリック医薬品の利用

促進などにより医療費の抑制に取り組むとともに、国民健康保険

財政調整基金を活用して保険料負担の抑制に努めてまいりました。
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しかしながら、この基金が枯渇の危機を迎えていることから、平

成 28 年度補正予算と平成 29 年度当初予算において、一般会計か

ら繰出しを行い、被保険者の過重な負担の抑制を図ってまいりま

す。 

 

（Ⅲ 夢を持ち郷土を愛する人を育むまち） 

大綱の 3 つ目「夢を持ち郷土を愛する人を育むまち」につきま

しては、4 点について申し上げます。 

1 点目は、学校教育の充実についてであります。 

児童・生徒の学力向上につきましては、これまで、国語教育の

充実を柱として「読書」と「書くこと」に力を入れ、取り組んで

まいりました。 

しかしながら、全国学力調査結果は、県平均を下回っており、

今後、全体的なレベルを上げることが重要であると考えておりま

す。 

平成 29 年度も引き続き、4 年目となる「調べる学習コンクール」

や図書館活用教育など国語教育の充実を図るとともに、新たに、

算数・数学への対策として、市独自の指定校を定め、算数・数学

の学力向上を図ってまいります。 

また、平成 28 年末に、全小学校にタブレットパソコンを配置い
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たしました。引き続き、ＩＣＴ機器を活用した分かりやすい授業

を進めてまいります。 

2 点目に、社会教育の推進についてであります。 

平成 26 年度に定めました「ふるさと郷育推進方針」に基づき、

地域の特性を活かした体験活動や伝統行事などへの参加を通して、

郷土を愛する子どもの育成に取り組んでまいります。 

平成 28 年度には、「浜田市の人物読本 ふるさとの 50 人」を作

成し、小学校のふるさと郷育で活用しておりますが、平成 29 年度

は、ふるさとの歴史に焦点を当て、副読本「（仮称）浜田の歴史」

の作成に取り掛かり、平成 30 年度の完成を目指してまいります。 

また、平成 28 年度に行いました「海」をテーマとした自然体験

プログラム「Hamada マリン郷育プロジェクト」を更に充実し、子

ども達のふるさとへの誇りと愛着の醸成に努めてまいります。 

 3 点目に、浜田城周辺整備についてであります。 

これまで「浜田城周辺整備検討会」においてご検討いただきま

したが、平成 31 年の浜田開府 400 年に向けて、平成 29 年度中に

城山公園の整備工事に着手いたします。 

また、「（仮称）浜田歴史資料館」につきましては、歴史文化の

保存と継承、ふるさと郷育、市民や観光客の交流を目的とした拠

点施設であり、平成 29 年度から事業に取り組んでまいります。 
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4 点目に、市内県立高校のあり方についてであります。 

平成 28 年度は、島根県の「今後の県立高校の在り方検討委員会」

の公聴会の場で、県立高校の魅力化の方法のひとつとして、中高

一貫教育の導入について要望いたしました。そして、8 月に「浜田

市中高一貫教育シンポジウム」を開催したところ、市民の間で、

中高一貫教育についての関心が高まりつつあります。 

平成 29 年度は、県立の中高一貫教育校の浜田市への設置につい

て、市民や議員の皆さんのご意見も伺い、関係方面への働きかけ

を行ってまいります。 

以上、教育について、重点的な取組を述べましたが、教育方針

につきましては、後ほど教育長から申し述べます。 

 

（Ⅳ 自然環境を守り活かすまち） 

大綱の 4 つ目「自然環境を守り活かすまち」につきましては、2

点について申し上げます。 

1 点目は、循環型社会の構築についてであります。 

平成 28 年度、全自治区において、ペット・プラごみの収集頻度

を週 1 回に、燃やせるごみの収集頻度を週 2 回に統一いたしまし

た。 

廃プラスチック類の焼却処理につきましては、浜田地区広域行
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政組合において、地元波子地区住民の合意を得た上で、平成 28 年

5 月から焼却試験を始めました。現時点での排ガス測定と周辺環境

調査の結果は、いずれの項目も排出基準、自主規制値、環境基準

を下回っております。 

平成 29 年度は、この焼却を継続実施するとともに、試験結果を

検証し、分別方式を見直すかどうかについて決定したいと思いま

す。そして、見直すこととなった場合は、平成 30 年度からの本格

実施に向けた準備を進めてまいります。 

なお、長年の懸案でありました後野町の旧浜田清掃第一処理場

の解体につきましては、平成 29 年度から解体工事に着手し、跡地

には、使用済みの乾電池や蛍光管などを保管するストックヤード

を整備する計画としております。 

2 点目に、火葬場整備計画の見直しについてであります。 

平成 25 年 2 月に策定しました浜田市火葬場整備計画では、港町

の浜田市火葬場を廃止し、三隅火葬場に 1 炉増設する計画として

おりましたが、市民の皆さんから「残して欲しい」との声もあり、

平成 28年度に事業費や利便性などを総合的に比較検討いたしまし

た。その結果、火葬場整備計画を見直し、浜田市火葬場を大規模

改修して 20 年程度の延命を図ることといたしました。 

平成 29 年度から火葬炉 3 炉の更新を行い、その後、計画的に老
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朽化した建物の改修を行ってまいります。 

また、浜田市火葬場への進入路につきましては、見通しの悪い

部分の改良や待避所の設置など、順次整備してまいります。 

 

（Ⅴ 生活基盤が整った快適に暮らせるまち） 

大綱の 5 つ目「生活基盤が整った快適に暮らせるまち」につき

ましては、5 点について申し上げます。 

1 点目は、道路網の整備についてであります。 

平成 28 年 12 月に「浜田・三隅道路」の全線が開通いたしまし

た。救急搬送の時間短縮や物流の効率化に大きく寄与するもので

あり、関係者の皆さんに対し、改めて感謝を申し上げます。 

引き続き、「三隅・益田道路」の早期完成と平成 29 年度完成予

定の「臨港道路福井 4 号線」の事業促進に努めてまいります。 

2 点目に、公共交通の充実についてであります。 

浜田市地域公共交通再編計画に基づき、平成 28 年 7 月に「敬老

乗車券交付事業」を開始し、平成 29 年 1 月からは、運転免許証を

自主返納された高齢者に対し、敬老乗車券を無料で交付する「運

転免許自主返納支援事業」を、新たに導入いたしました。 

平成 29 年度は、高齢者が外出しやすい環境づくりとして、地域

活動に利用できるワゴン車を地域に無償貸与するモデル事業や市
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街地循環系統バスの運行ルートの見直し、分かりやすいバスマッ

プの作成を行ってまいります。 

3 点目に、浜田駅周辺環境整備についてであります。 

君市踏切改良事業につきましては、道路計画の細部について、

引き続き、関係機関と協議を進めてまいります。 

ＪＴ跡地につきましては、平成 29 年 1 月、プロポーザルにより

商業系スペースの民間事業者が決定いたしました。今後、賑わい

の創出に向け事業が開始されます。ＪＴ跡地北側の県営住宅建設

につきましては、引き続き、島根県と協議を進めてまいります。 

4 点目、市道改良につきましては、引き続き、継続箇所の早期整

備を図ってまいります。また、「道路ストック総点検」の結果に基

づき、道路災害防除事業を進めてまいります。 

 5 点目に、上下水道整備についてであります。 

簡易水道事業の上水道事業への統合と、これに併せて進めてお

りました水道料金の改定につきましては、その時期を当面延期い

たしました。今後、国の統合施設整備補助金など、事業費確保の

状況も勘案し、事業統合と料金改定の時期を検討してまいります。

併せて、水道料金改定率の抑制についても検討いたします。 

下水道につきましては、国は今後 10 年間で下水道整備を概ね完

了させる方針であります。本市においては、市街地に低コスト型
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の下水道を整備する方式で取り組み、平成 30 年度に処理場用地を

取得し、平成 32 年度には事業着手できるよう、国・県との協議、

財政調整を行ってまいります。 

現在、整備中の国府処理区につきましては、平成 30 年度の完成

を目指してまいります。 

また、平成 28 年度から対象地域を全市に拡げた浄化槽設置助成

事業につきましても、引き続き取り組んでまいります。 

 

（Ⅵ 安全で安心して暮らせるまち） 

大綱の 6 つ目「安全で安心して暮らせるまち」につきましては、

3 点について申し上げます。 

1 点目は、災害に強いまちづくりについてであります。 

治水対策としましては、平成 28 年 11 月に、第二浜田ダムが完

成し、治水の安全度が大きく向上いたしました。引き続き、上流

の浜田ダム再開発事業の推進を図ってまいります。 

三隅川水系の矢原川ダムにつきましては、基本協定の次の段階

であります損失補償基準の締結を目指し、島根県と協力して取り

組んでまいります。 

防災対策につきましては、ここ 2 年間で 13 局の防災行政無線屋

外拡声子局を増設いたしました。平成 29 年度も、計画的に増設し
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てまいります。防災防犯メールの登録は、現在 7,500 件を超えて

おりますが、引き続き、登録者数の増加に努めるとともに、防災

出前講座などの取組を通じて自主防災組織の設立の機運を高めて

まいります。 

また、平成 29 年度の総合防災訓練につきましては、6 月 11 日に

瀬戸ケ島埋立地において、地震・津波災害想定で実施する予定で

あります。引き続き、自治会や自主防災組織といった地域の団体

にも参加を働きかけ、市民の防災意識の高揚と防災行動力の向上

を図ってまいります。 

支所の防災体制の強化につきましては、平成 28 年 12 月に消防

職員 1 名を三隅支所防災自治課に配置いたしました。平成 29 年度

は、他の 3 支所にも 1 名ずつ配置いたします。 

災害時避難所につきましては、引き続き、指定緊急避難場所や

指定避難所、福祉避難所の指定箇所の増加を図ってまいります。

その他の避難所につきましても、地域の皆さんと調整しながら、

見直しを行ってまいります。 

地震津波防災対策についてでありますが、現在、島根県におい

て津波浸水想定の見直しが行われており、平成 28 年度末には、新

たな数値が示される予定であります。見直し後は、津波最高水位、

浸水面積ともに、従来の想定を超える見込みであり、平成 29 年度
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は、新しいデータを基に津波ハザードマップの見直しに着手し、

新たな津波避難計画の作成を行ってまいります。 

2 点目に、防犯・交通安全対策についてであります。 

まず、島根県立大学生でありました平岡都さんの事件について

申し上げます。この 7 年間、犯人が判明せず、市民の皆さんは不

安の中で過ごしておられたのではないかと思いますが、昨年 12 月

に被疑者男性が死亡のまま書類送検され、本年 1 月 30 日に松江地

方検察庁は被疑者死亡で不起訴処分とされました。事件の全容が

明らかにならないまま捜査が終結し、ご遺族や関係者の皆さんの

心中を察しますと複雑な思いがあります。改めてお悔みを申し上

げ、このような痛ましい事件が二度と繰り返されることのないよ

う、安全で安心なまちづくりに努めてまいります。 

防犯対策につきましては、浜田市内でも還付金詐欺などの特殊

詐欺による犯罪被害が大きく増加しております。犯罪の未然防止

のため、防犯出前講座による啓発活動や、浜田警察署、金融機関

など、関係機関と連携した防犯活動に努めてまいります。 

交通安全対策につきましては、平成 28 年は、市内で 6 件の交通

死亡事故が発生しました。このうち 4件に高齢者が関わっており、

高齢者の交通事故防止対策が喫緊の課題となっております。交通

死亡事故ゼロを目指し、関係団体と連携して取組を進めてまいり
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ます。 

また、米軍機騒音問題につきましては、島根県や米軍機騒音等

対策協議会の構成市町と一緒になって活動しており、国による騒

音測定器の設置や、外務省、防衛省の本省担当者との意見交換会

が地元で初めて開催されるなど、一定の成果が出てきております

が、引き続き、外務省、防衛省に対して飛行訓練の中止等の要望

活動を行ってまいります。 

3 点目に、消防・救急体制の充実についてであります。 

平成 28 年度は、まちかど救急ステーションの認定事業所数が 21

事業所増え、79 事業所になりました。平成 29 年度は、更なる制度

の浸透と実効性の向上を図ってまいります。併せて、市民への救

急法の普及と AED の設置促進に取り組んでまいります。 

また、高齢化が進む中で生じる救急ニーズに対応できるよう、

引き続き、救急救命士をはじめとする救急隊員の能力と資質の向

上に努めてまいります。 

平成 30 年 11 月には、中国電力三隅発電所 2 号機建設の着工が

予定されていますので、それに併せて、三隅出張所の職員を増員

し、出動体制の強化を図ってまいります。 
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（Ⅶ 協働による持続可能なまち） 

 大綱の 7 つ目「協働による持続可能なまち」につきましては、4

点について申し上げます。 

 1 点目は、地域コミュニティの形成についてであります。 

まちづくりの推進は、地域や市民の役割と行政の役割を明確に

し、共通の理解と協働によって進めていくことが重要であります。 

平成 29 年度も引き続き、地区まちづくり推進委員会の組織率の

向上を目指すとともに、「まちづくり総合交付金制度」による活動

支援を行ってまいります。 

特に、市街地のまちづくりにつきましては、市民の皆さんの関

心が最も高いと思われる防災活動を通じて地域の連帯と自治の力

を高めていただくよう、関係部署と連携して支援してまいります。 

また、地区まちづくり推進委員会と公民館が、共通認識の下、

それぞれの役割を尊重し、助け合える関係の構築に努めてまいり

ます。 

2 点目に、Ｕ・Ⅰターン者の定住支援であります。 

定住支援につきましては、これまでも雇用の確保、住宅の支援

など、総合的に取組を進めてまいりました。 

平成 29 年度は、具体的な取組として「シングルペアレント介護

人材育成事業」を引き続き実施し、他の自治体とも連携しながら、
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介護サービス事業所における人材確保と定住人口の増加に取り組

んでまいります。併せて、短期インターンシップ事業により、実

際に、はまだ暮らしを体験していただくことで、定住に結び付け

る取組も計画してまいります。 

空き家対策につきましては、家財撤去や改修への助成を行い、

空き家バンクへの登録件数の増加を目指し、引き続き、Ｕ・Ｉタ

ーン者の住まい確保に努めてまいります。 

また、結婚活動支援として、独身男女の出会いの場づくりや人

との関わり方を学ぶセミナーの開催などにより、結婚を望む独身

男女が結婚まで結び付くよう取り組んでまいります。 

3 点目に、大学等高等教育機関と連携した地域づくりについてで

あります。 

島根県立大学に要望しておりました浜田キャンパスへの地域政

策学部増設につきましては、平成 28 年 7 月に、浜田キャンパスで

の検討結果が示され、残念ながら「困難」との回答でありました。

現在、公立大学法人としての検討がなされており、その後、島根

県での検討に移ると伺っております。その推移を注視し、今後ど

のような対応をしていくか検討してまいります。 

リハビリテーションカレッジ島根につきましては、ここ数年、

学生数の確保が課題となっております。同校は、本市にとって貴
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重な財産であり、将来にわたり安定的に運営されるよう、同校と

合同で「あり方検討委員会」を立ち上げ、平成 29 年夏頃を目途に、

今後の学校の在り方の検討を行っていただきます。 

市内に立地する高等教育機関の学生支援につきましては、新入

生を対象とした浜田探索ツアーを引き続き実施するなど、市内で

生活する学生を支援してまいります。 

また、平成 27 年 2 月に、島根大学と包括的連携に関する協定を

締結いたしました。平成 29 年度は、地域を知る特別講座として

「海・水産」をテーマにした「浜田学」を浜田市で開講していた

だきます。今後も、更に連携を強化し、大学の持つ知的資源や多

様な人材の活用に努めてまいります。 

 4 点目に、人権を尊重するまちづくりと男女共同参画社会の推進

についてであります。 

平成 27 年度に見直しを行いました浜田市人権教育・啓発推進基

本計画、浜田市男女共同参画推進計画に基づき、引き続き、一人

ひとりが人権尊重の意識を持って行動できる社会の実現と男女そ

れぞれが持てる能力を十分に発揮できる社会の実現に向け取り組

んでまいります。 

 以上、7 つの「まちづくりの大綱」にしたがって説明いたしまし

た。 
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 次に、自治区別の計画について説明いたします。 

（金城自治区） 

金城自治区は、「農業振興」、「観光交流人口の拡大」、「地域の活

動団体と連携したまちづくり」に引き続き取り組んでまいります。 

農業振興につきましては、大規模農業団地の新開団地と新たに

整備した元谷団地を中心に、ピオーネや葉物野菜など、農産物の

生産拡大と商品化に取り組んでまいります。 

また、美又温泉水と地元産黒大豆を活用した「温泉もやし」に

つきましては、平成 28 年度の実証実験を踏まえ、平成 29 年度は、

黒大豆の生産拡大と「温泉もやし」の商品化を図ってまいります。 

観光交流人口の拡大につきましては、平成 28 年 6 月、美又温泉

街に足湯と石畳舗装が完成し、温泉街の風情ある景観が整ってま

いりました。美又温泉の誘客の核であります「美又温泉国民保養

センター」につきましては、平成 29 年度も引き続き、施設の運営

を担う事業者探しを行ってまいります。 

このほか、地元食材を活用した「食」の開発、農家民泊の推進、

温泉や乗馬を組み合わせた体験メニューの開発に取り組んでまい

ります。 

地域の活動団体と連携したまちづくりにつきましては、「かなぎ

シェアハウス」の島根県立大学生が地域の中学生に行っておられ
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ます学習支援の取組を支援いたします。 

また、平成 29 年 4 月に、特別養護老人ホーム「くざの里」が開

所します。金城自治区には多くの福祉施設がありますので、地域

や福祉施設と一緒に防災訓練を行ってまいります。 

（旭自治区） 

旭自治区は、「農地保全と農業振興」、「観光交流人口の拡大」、「閉

校した学校の有効活用による地域活性化」に引き続き取り組んで

まいります。 

農地保全と農業振興につきましては、平成 28 年度は、耐久性畦

畔や水路整備など 3 地区 5 集落で農地の質を高める整備事業を実

施し、新たな振興作物でありますアスパラガス栽培には、現在 4

軒の農家が取り組んでおられます。 

平成 29 年度は、アスパラガス栽培を含め、儲かる農業に取り組

み、農地保全に努めてまいります。 

また、旭自治区の特産品であります赤梨につきましては、約 1

ヘクタールの改植を実施いたしました。今後は、第三者継承によ

る産地維持に努めるとともに、遊休化した梨園の再整備に取り組

んでまいります。 

平成 28 年度に取組を開始しました「坂本」米のブランド化事業

につきましては、品質の安定、販路拡大に努めてまいります。 
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観光交流人口の拡大につきましては、平成 28 年 2 月に営業を再

開しました「旭温泉あさひ荘」の入浴者数が徐々に回復してきて

おります。また、「旭温泉水有効活用事業起業者プランコンテスト」

から生まれました天然すっぽんの飼育の取組も開始されておりま

す。 

平成 29 年度は、石積み棚田やスキー場などと旭温泉施設の連携

を図り、これまで以上に山陽方面に積極的にアピールし、誘客促

進に努めてまいります。 

閉校した学校の有効活用による地域活性化につきましては、平

成 28 年度は、旧木田小学校に開設した「浜田市木田暮らしの学校」

でカフェがオープンし、各種イベントも数多く開催されました。

また、旧市木小学校では、校舎を解体し、イベント広場として整

備いたしました。 

平成 29 年度も引き続き、これらの施設を活用した都市農村交流

や農業振興に結びつける活動を支援してまいります。 

（弥栄自治区） 

弥栄自治区は、「次世代につなげる農業振興」、「観光交流人口の

拡大」、「安心して暮らせるむらづくりの推進」に引き続き取り組

んでまいります。 

農業振興につきましては、「弥栄自治区集落営農組織連携協議
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会」を核に、平成 29 年度は各集落の組織が連携して農地を守り、

持続的な農地管理を行っていくための全集落のプランを作成いた

します。 

また、米につきましては、平成 28 年度は、新ブランド「秘境奥

島根弥栄」を一般社団法人とともに立ち上げ、「美味（おい）しま

ね認証」の取得などに取り組んでまいりました。 

平成 29 年度は、更にブランド米の栽培面積を拡大し、東京都内

や、インターネット上での販売促進に取り組むとともに、農産物

を通じた地域情報の発信も行ってまいります。 

野菜につきましても、「弥栄自治区野菜生産者協議会」を中心と

してブランド化を進め、儲かる農業の確立を図るとともに、「ＢＵ

Ｙ浜田運動」に積極的に参加し、地産地消を推進してまいります。 

農産物の加工につきましては、「米」、「野菜」、「椎茸」を中心と

した農産品の 6 次産業化に取り組み、猪肉につきましては、鳥獣

害対策も含めた加工販売とその後継者育成に努めてまいります。 

観光交流人口の拡大につきましては、平成 29 年度は、「ふるさ

と体験村」を拠点に企業研修や合宿など交流人口の拡大に取り組

んでまいります。 

安心して暮らせるむらづくりの推進につきましては、平成 28 年

度は、まちづくり推進委員会をはじめとした、住民自治組織の協
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働意識の醸成を図ってまいりました。 

平成 29 年度は、弥栄自治区全体が自活できる魅力的な地域とな

るよう、「むら」というイメージを用いた地域ブランド化戦略を展

開し、住民組織とともに、地域連携の強化やＵ・Ｉターン希望者

の受入れを行ってまいります。 

（三隅自治区） 

最後に、三隅自治区についてであります。 

三隅自治区は、石州和紙や西条柿などの地域資源を活かした「産

業振興」、「まちづくり組織を核としたひと・まちづくり」、「三隅

発電所を核とした地域活性化」に引き続き取り組んでまいります。 

産業振興についてでありますが、「石州半紙」につきましては、

平成 28 年 7 月に、本市において第 1 回和紙サミットを開催いたし

ました。平成 29 年度も引き続き、本美濃紙や細川紙の産地と連携

するとともに、石州半紙の技術継承のため、後継者の育成を推進

いたします。また、原料の「楮」の増産にも努めてまいります。 

「石州和紙会館」につきましては、平成 29 年度は、今後の新た

な管理・運営体制の検討を行うとともに、関係団体等と連携した

和紙の他用途への活用を目指します。 

浜田の顔となる振興作物の西条柿につきましては、三隅自治区

の主要な特産品であり、平成 29年度も、生産者の連携強化を図り、
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新たな加工品の開発に取り組んでまいります。 

まちづくり組織を核としたひと・まちづくりにつきましては、

引き続き、地域が主体となった課題解決や地域づくりを支援いた

します。 

また、より多くの住民自治組織が参加する合同防災訓練を実施

し、地域防災力の更なる向上を図ってまいります。 

三隅発電所を核とした地域活性化につきましては、三隅発電所 2

号機建設期間中は、工事関係企業の常駐や作業従事者の長期滞在、

資材の納入などが見込まれます。平成 29 年度は、より多くの作業

従事者に滞在していただけるよう商工会などと連携し、空き地の

情報提供や空き家の確保などの取組を進めてまいります。 

また、平成 30 年 11 月の着工を見据え、地元事業者の積極的な

参入を支援いたします。 

以上、各自治区別の計画について説明いたしました。 

  

次に、健全な市政運営に向けた取組について申し上げます。 

 まず、行財政改革についてであります。 

 冒頭にも申し上げましたように、平成 29 年度は行財政改革、特

に公共施設再配置計画に基づく取組に注力いたします。そのため

に、行財政改革に関わる部署の組織体制を強化し、昨年 12 月にお
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示ししました「中期財政計画及び見通し」を着実に実行してまい

ります。 

公共施設の再配置につきましては、平成 28 年度は、平成 27 年

度に策定した「第 1 期公共施設再配置実施計画」の進捗管理を行

い、特に福祉施設をはじめとした建物譲渡等に取り組みました。 

平成 29 年度は、公共施設全体面積の約 4 割を占める教育関連施

設、特に、野球場や陸上競技場などの運動施設について、浜田市

スポーツ推進審議会の答申を踏まえ、浜田市としての考え方をお

示ししたいと考えております。 

また、財政健全化の推進と自主財源確保のため、ふるさと寄附

の推進や廃校などの利活用、遊休財産の処分についても、引き続

き取り組んでまいります。 

持続可能な財務体質への転換を図り、身の丈に合った行政運営

の構築のために、行財政改革は確実に推進していかなくてはなり

ません。今後も積極的に進めてまいりますので、議員各位はもと

より、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

次に、平成 29 年度当初予算（案）についてであります。 

平成 29 年度予算の編成に当たっては、国による地方創生の取組

が進む中、総合振興計画及び総合戦略に沿って、主要事業の予算
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の確保に努めました。 

一方で、行財政改革実施計画に盛り込んだ効果額を踏まえつつ、

公共施設の除却に係る予算も確保し、事務事業の見直しにも積極

的に取り組んでまいります。 

さらには、高度衛生管理型荷さばき所や城山公園の整備といっ

た継続事業に加え、新たな投資事業として、（仮称）浜田歴史資料

館や旧警察署建物の分庁舎への改修、子育て支援センターの整備

にも着手してまいります。 

この結果、一般会計の予算額は 387 億 4,500 万円、平成 28 年度

当初予算額と比較して、8 億 7,400 万円、率にして 2.3 パーセント

の増となりました。 

今後は、地方交付税の縮減により厳しい財政運営を余儀なくさ

れますが、「中期財政計画及び見通し」でお示ししたように、平成

34 年度以降も切れ目なく行財政改革に取り組むことによって、収

支の改善を図ってまいります。 

最後に、（仮称）浜田歴史資料館整備について申し上げます。 

資料館の整備は、本市にとって長年の懸案でありました。平成

12 年に基本構想が、平成 14 年には基本計画が策定されるなど古く

から検討されてきましたが、財政的な事情もあり、残念ながら先

送りとなっておりました。 
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本市には、旧那賀郡地域も含めて、1619 年の浜田開府以前にも

貴重な資料や文化財がたくさんあります。また、開府後において

も、浜田藩、津和野藩の歴史があり、これらの貴重な資料や文化

財をしっかりと保存しておかなければ、散逸の可能性もあります。 

また、郷土史家の方々の高齢化も進んでおります。貴重な歴史

資源を今、きちんと整理・保存し、後世に伝えていくことが、私

たちの世代の使命であると考えております。 

この事業には、ふるさと寄附を活用させていただく予定です。

ご寄附をいただいた皆さん方には、寄附の使い道を形あるものと

してお見せすることで、ご理解をいただけるものと思います。ま

た、できればご寄附をいただいた皆さんに、是非、歴史資料館を

見に、浜田まで来ていただきたいと思います。 

歴史資料館は、将来の浜田を支える子ども達に浜田を愛する気

持ちを持ってもらうためにも、必要な施設であります。その整備

は、財政的な目途が立った今、やっておかなければならないもの

と考え、本議会に予算を提案させていただきました。どうぞ、ご

理解いただきますようお願いいたします。 

平成 29年度は、私にとりましても、本任期最終年度であります。

各種施策の仕上げに取り組むことが、浜田市の次の 10 年に向けた

「歩み」を確実に進めることにつながるものと考えております。 



35 
 

市民の皆さんが浜田市に「住んでよかった」と実感でき、そし

て、浜田市が「島根県西部の中核都市」として更なる飛躍を遂げ

られるよう「元気な浜田づくり」に向け、強い決意を持って取り

組んでまいります。 

議員各位におかれましても、一層のご理解、ご協力を賜ります

よう、心からお願い申し上げます。 


